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主審 副審

No. 点 3P 2P FT Ｆ No. 点 3P 2P FT Ｆ

4 2 0 1 0 0 ○ 4 4 0 2 0 3

○ 5 2 0 1 0 4 ○ 5 22 0 6 10 2

6 10 0 4 2 5 ○ 6 17 1 6 2 3

○ 7 6 0 2 2 2 7 2 0 1 0 0

8 6 1 1 1 3 ◎ 8 16 4 2 0 4

○ 9 8 1 1 3 3 9 4 0 1 2 0

10 5 0 2 1 1 10 12 3 0 3 3

○ 11 5 1 1 0 2 11 0 0 0 0 0

12 2 0 1 0 1 12 2 0 0 2 0

○ 13 10 0 5 0 5 13 2 0 0 2 0

14 6 2 0 0 1 ○ 14 0 0 0 0 1

15 15

16 16

17 17

18 18

62 5 19 9 81 8 18 21

○はスターター（◎はキャプテン）　3P…3点シュート　2P…2点シュート　FT…フリースロー　Ｆ…ファウル
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　ベスト8を賭けた3回戦第1試合目、高さを活かした両チームの対戦。大阪は開始3分半でチームファールが5個
となる苦しい展開。山形はインサイドでのポジション争いでファールをもらいFTを確実に決め3Pも絡めながら
徐々に点差を開いていくが大阪は終盤、＃7の連続得点、＃6のジャンプショットで反撃し、大阪12-18山形で1Q
を終了。続く2Q、インサイド主体にリズムよく攻める山形は確実に点をかさねていく。一方の大阪も＃6、＃7
のドライブで得点するが山形のディフェンスに苦しみ、大阪22-36山形で折り返す。
3Q、大阪はリバウンドを取り、オフェンスは増えるもののシュートが決まらず点差が縮まらない。対する山形
は落ち着いたゲーム運びで優位に進めていく。大阪は残り1分30秒、オールコートマンツーを仕掛け反撃にでる
が決め手に欠き大阪37-53山形で3Q終了。
4Q、大阪はタイトなマンツーマンディフェンスから相手のミスを誘い反撃し得点するものの山形＃5、＃6イン
サイドプレーに苦しみ点差は縮まらない。残り5分過ぎ、山形は＃8、＃10の連続3Pで突き放しにかかる。大阪
は終盤2-2-1のプレスからボールを奪い3Pで追い上げを試みるが及ばず試合終了。終始インサイドを支配した山
形が81-62で準々決勝へ駒を進めた。


